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当社グループの概要

2014

10月

東京都民銀行と八千代銀行が経営統合

『東京TYフィナンシャルグループ』設立

2016

4月

『東京TYフィナンシャルグループ』と新銀行東京

が経営統合

2018

5月

きらぼし銀行誕生（3行合併）

『東京きらぼしフィナンシャルグループ』へ商号変更

2020
5月 システム統合

6月 本社移転（ 新宿 ⇒ 青山 ）

首都圏における中小企業と個人のお客さまのための

金融グループとして、総合金融サービスを通じて、

地域社会の発展に貢献します。

首都圏においてお客さまから真に愛される

地域No.１の都市型地銀グループ

きらりと光る銀行

チャレンジする銀行

思いをつなぐ銀行

経営理念

経営方針

ビジョン（目指すべき姿）

沿革
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当社グループ/きらぼし銀行の概要

（Kiraboshi Bank,Ltd. ）

（グループ会社）

（Tokyo Kiraboshi Financial Group,Inc ）

（グループ会社）

⑰ きらぼしインシュアランスエージェンシー 保険代理店業務

⑱ 信銘冠嘉商務諮詢（北京） コンサルティング業務

社名 業務内容

② きらぼし信用保証 保証業務

③ 八千代信用保証 保証業務

④ きらぼしビジネスサービス 事務集中業務

⑤ 綺羅商務諮詢（上海） コンサルティング業務

⑥
KIRABOSHI BUSINESS 
CONSULTING VIETNAM

コンサルティング業務

（持分法適用会社）

社名 業務内容

⑦ UI銀行 銀行業

⑧ 東京きらぼしリース 総合リース業

⑨ きらぼしシステム システム処理受託

⑩ きらぼしコンサルティング コンサルティング業務

⑪ きらぼしJCB クレジットカード業

⑫ きらぼしテック フィンテックサービス

⑬ きらぼしキャピタル ファンド組成、運営

⑭ きらぼしライフデザイン証券 証券業

⑮ きらぼしビジネスオフィスサービス 給与計算業務等

⑯ ビー・ブレーブ 広告企画制作業

本店
所在地

東京都港区南青山
三丁目10番43号

資本金 437億円

総資産 6兆3,614億円

本社
所在地

東京都港区南青山
三丁目10番43号

資本金 275億円

連結
総資産

6兆4,438億円

（2022年3月31日現在）

①

（持分法適用会社）

⑲ スカイオーシャン・アセットマネジメント 投資信託委託業務

（2022年7月1日現在）

（2022年7月1日現在）

（2022年3月31日現在）
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サステナビリティ方針・取組み

当社グループの取組み

2019.5 2021.2 2021.12

「東京きらぼしフィナンシャルグループ SDGs宣言」 策定

「環境方針」

お客さま支援の取組み

● 2021年12月制定のサステナビリティ方針に基づき、グループ一体で地域社会の課題解決に取組む

「サステナビリティ方針」

「TCFD」提言への賛同

2022.1

環境・社会に配慮
した投融資方針

「環境・社会の課題解決に取組む事
業に対しては、投融資を通じて積極
的な支援を行う一方で環境・社会に
ネガティブな影響を与える特定の
セクターに対しては、可能な限り影
響の低減・回避に努める」

2030年までの

環境関連投融資実行額目標

2,000億円

（2022年～2030年）

＜参考＞2021年実績 約140億円（円換算）

中小企業の経営者向けに脱炭素
の必要性について解説し、わかり
やすく「気付き」を促す啓発冊子

「脱炭素FIRST BOOK」
を作成。お客さまのサステナビリ
ティを巡る課題解決を支援

きらぼしグループ各社が扱うSDGs・
脱炭素に関する様々な支援策を

ワンストップの支援パッケージ
としてご用意。お客さまの課題や現状
認識に応じて提供

東京都の「地球温暖化対策報告書制度」
を活用した「きらぼし脱炭素応援ローン」の
取扱いを開始
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きらぼしSDGｓ・脱炭素支援パッケージ
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当社グループにおける具体的な支援策

きらぼしコンサルティング

1. お問合せ戴けるお客様の声（動向；体感）

2. お客様の声にお応えする「SDGs取組み支援メニュー」

3. サービス提供後のお客様の声（例）
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きらぼしコンサルティング概要

様々なライフステージにある企業の事業の内容や成長可能性などを適切に評価（事業性を理解）した上で、
それを踏まえたソリューションを検討・提供し、きらぼしグループ一体で必要な支援等を行ってまいります。
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具体的な支援策/お問合せ戴けるお客さまの声（動向：体感）

◼ お客様からのお問合せが増えてきた時期
1. 昨年7月以降、SDGsに関するお問合せが増えてきた。
2. 今年2月以降、更にSDGsに関するお問い合わせが増えてきた。

◼ お客様の声（代表例）
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具体的な支援策/お客さまの声にお応えする「SDGs取組支援メニュー」

◼ お客様の取り組むスピードに合わせたメニュー作り（入口づくり）
1. 自社の「SDGs度（実力）を知りたい！：①評価プログラム（見える化）
2. SDGsって、何か？知りたい！：➁導入支援プログラム（ゲーム体験）
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具体的な支援策/②導入支援プログラム‐SDGs理解（初級編）‐
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具体的な支援策/②導入支援プログラム‐SDGs理解（初級編）‐
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ワークショップ 「2030SDGsカードゲーム」 風景

企業
（役員から一般社員まで）

自発的なイベント参加

省庁、自治体 学校
→ 3年半で20カ国20万人超が体験

具体的な支援策/②導入支援プログラム‐SDGs理解（初級編）‐



14

具体的な支援策/①きらぼしSDGs評価プログラム（１）

◆ 評価プログラムのねらい
➢ 企業がSDGsに取り組むにあたり、先ずは「自社の現状把握」が第一歩です。強みと弱みを客観的な評価で把握します。
➢ 自社の事業と関連性が深い社会課題やその解決に向けてできることを発見し、取り組みの手がかりを得ることができます。
➢ 自社の取組みをSDGs宣言書に載せ広くPRする事で、お取引様との信頼感を強化していきます。
➢ SDGs達成に取り組む事で、社員のモチベーションがUPし新規採用にも好影響が期待できます。

じか

◆ 評価プログラムの流れ
1. インタビュー
SDGs達成に関連する5項目37の設問をお伺いします
2時間ほど頂きインタビューいたします

2. フィードバック
お客様のSDGs取組み状況をレーダーチャート化し共有いたします
1.5時間ほど頂きフィードバックいたします

3. PR支援
ご希望に応じて、「SDGs宣言書」の策定、弊社HPに宣言書を掲載いたします
その後、メールでのやり取り中心に宣言書を完成いたします

◆ 評価プログラムの特徴
➢ インタビュー内容は経済産業省作成の項目を参考に作成しております。
➢ 三井住友海上⽕災保険株式会社と、MS&ADインターリスク総研株式会社と共に開発提供しております。

➢ SDGs取組みの認証を行うものではありません。

５分野３７項目の問い➡分析➡改善提案

人権・労働 公正な事業慣行・組織体制

製品・サービス 社会貢献・地域貢献環境
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具体的な支援策/①きらぼしSDGs評価プログラム（２）

【良好な取組み】

【改善の余地がある取組み】

フィードバック時、共有シート SDGs宣言書イメージ
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具体的な支援策/サービス提供後のお客さまの声（代表例）

これまで30社近く接してきたなか、評価プログラムを実施する動機の多くは、

A) 初動はSDGsって、よくわからないけれども・・・。

B) 話しているうちに、うちにもSDGs的なものがあるのなら（今の状態でも宣言できるものがあるな
ら。。。）思いが強くなり、

C) インタビューを受けて「えー！」「そういうことかー」的な気づきを得て、「なら、これは？」という具合
に掘り出せるケースとなります。

D) 概ねの感想は、見直しや気づきにつながり、フィードバックを基に今後の方針を決めてゆくという
社長さんも出てきています。

E) その場合は、3日間のワークショップSDGs成長経営プログラム（メニュー③）や、4時間の
SDGsカードゲーム体験ワークショップ（メニュー➁）に繋がるケースが出てきています。
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具体的な支援策/サービス提供後のお客さまの声（事例）

■工業用精密測量会社（建築物等構造物の測定に強い）、年商30億前後

① 先代から受け継ぎ社員全体に年度ごとの目標設定や仕事への姿勢などを手帳（昔ながら
のメモ帳）にして配布していることが実はSDGsの項目にヒットするとは思っていなかった。

② 設備面でも、エネルギー面でも「勿体ない」を合言葉に、再利用・自社で修理して利用する
ことなどが徹底されていること。その行為自体がSDGsとつながり喜んでいました。

■渋谷地区の不動産会社、年商80億前後

① 「人に、地球に、未来にやさしい。」という自社の創業の姿勢が、SDGsそのものであること
の再認識。

② 新築からリノベーション事業へシフトしてきている本業の方向性が合致していることが理解・
確認でき、

③ より方針への実感（自信）を得られたようです。



ご清聴 ありがとうございました。




